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平成２４年大磯町議会 

１２月定例会一般質問（１２月１０日・１１日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

１３番 

坂田よう子議員 

（60 分） 

9:05～10:05 

１．次世代支援に関する政策の展望を問う 

 ゆたかな自然環境を背景とし、持続可能なまちづくりを展

開し続けるため、町は、少子高齢化の急激な進行がもたらす

様々な課題に真剣に対応しなければならない。殊に、町の将

来を担う若い人々や子どもたちのための政策実現に、今こ

そ、本気で挑まねばならない。 

町は、今年度、第２回目の卓話集会のテーマに「みんなで

考えよう」～子育てしやすい町 大磯～ を取り上げ、子育

て中の保護者を対象とした意見交換の場を作り、今後の子育

て政策に活かすとしている。 

少子高齢化を乗り越え、未来を切り拓く、教育再生と子育

て支援。これこそ、持続可能なまちづくりの原点と捉え、次

世代支援に関する政策の展望を実直に伺う。 

（１）東海大学医学部付属大磯病院「産科」再開と小児医療

の充実について 

（２）保護者や子どもたちのための「おあしす」事業（母と

子のおあしす）について 

（３）子育てしやすいまちづくりについて 

①保育園待機児童のゼロ化 

②学童保育施設の充実 

③学校等の施設開放 

④少人数学級と教室数の確保 

⑤町立幼稚園・保育園の将来構想（町独自の幼稚園就園 

奨励費の補助制度） 

（４）中学校給食の実施について 

（５）人生の達人と子どもたちの交流の場づくりについて 

①放課後子ども教室の拡大 

②運動場の芝生管理 

（６）いじめ問題対策について 

（７）教育再生について 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

２ 

１５番 

清水 弘子議員 

（60 分） 

10:25～11:25 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．鴫立庵西側の葬儀場建設の白紙撤回を 

平成 19 年６月、大磯町議会は葬儀場建設計画に反対し、

白紙撤回を決議した。 

本庁舎横、鴫立庵という歴史的な建物の隣、交差点に近く

交通安全上からも問題である。 

11 月 17 日、まちづくり審議会小委員会の助言提案をうけ

て、住民、事業者の話し合いに参加した。あの場所にふさわ

しくないとの理由で、町民のほとんどは反対している。 

町長のその後の交渉の進捗は。 

 

２．容器包装リサイクル法（容リ法）によるプラスチック分

別は進んだか 

 ９月から町内一斉に容リ法にのっとり、分別収集が始まっ

た。平成 25 年４月１日から平塚市への搬入が始まるが、ス

ムーズに進むために、 

（１）２カ月間で何が課題として見えてきたのか。 

（２）町民からの要望にどのように対応したか。 

（３）学校での環境教育として、ごみ問題はどのように取り

扱われているか。 

 

３．星槎グループ国際学園から保証金１億 8,000 万円は支払

われたか 

文部科学大臣の新設大学認可取り消し問題で、国民の多く

は大学の経営が危ないことを知った。 

 星槎グループ国際学園の財政状況を町は把握しているか。 

（１）１億 8,000 万円を支払ってもらうための協議は進んだ

か。 

（２）サッカー場の工事完了届の検査は終ったか。 

 

４．認知症予防はどのように進めているか。 

 高齢社会が進む中、認知症の予防が大切である。 

認知症が予防できる町として、鳥取県琴浦町の取り組みが

公表されている。 

 大磯町では具体的にどのような取り組みがされているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

３ 

７番 

竹内恵美子議員 

（50 分） 

13:00～13:50 

 

１．住民サービスは充分できているか。また、職員の健康管

理について問う 

（１）職員の勤務状況、健康管理は。 

  ①時間外勤務の状況は。 

  ②休日出勤の状況は。 

  ③振り替え休日の取得率は。 

（２）今後の職員の活用が非常に大事になってくると思うが 

  どのようにお考えか。 

 

２．平成 27 年度に本格施行する「子ども・子育て関連３法」

について問う 

（１）本町のスケジュールは。 

（２）幼保一体化の方向性は。 

（３）６年生まで拡大する「放課後児童クラブ」についての

方向性は。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

４ 

８番 

髙橋冨美子議員 

（60 分） 

14:00～15:00 

 

１．大磯中学校のエレベーター設置の進捗状況はどうか 

 平成 23年度３月定例会及び平成24年度６月定例会の一般

質問でエレベーター設置の問題をとりあげ、「エレベーター

設置も必要と考え、修繕計画の中で順次進める」「現在の検

討状況は昇降機を６種類選定し、法律面、環境面、コスト等

のメリット、デメリットの検討を行っている」とあった。そ

の後の進捗状況はどうであるか。 

 

２．大磯町立中学校給食における教育委員会の基本姿勢と今

後の進め方は 

（１）大磯町立中学校給食における教育委員会の基本姿勢と

は。 

（２）中学校給食に関する懇話会の位置付けと 10 月１日、

11 月 12 日、12 月５日に開かれた懇話会の内容はどう

であるか。 

（３）中学校給食に関し、今後、どのように進めていきたい

と考えているのか。 

 

３．子ども議会において中学生より要望された防犯灯の設置

状況は 

（１）子ども議会における防犯灯の要望をどのように受けと

めているか。 

（２）防犯灯の新設状況はどうであるか。 

（３）小学生、中学生の通学における安全、安心の問題であ

ると共に、町民生活における安全、安心の問題である。

大磯町内の防犯灯の状況把握はなされているか。 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

５ 

２番 

二宮加寿子議員 

（60 分） 

15:20～16:20 

 

１．支え合いの福祉社会へ向けて 

独居高齢者、夫婦のみ世帯、親と未婚の子のみ世帯は増加

傾向である。地域から孤立や介護うつ、高齢者虐待、介護殺

人、介護心中などの事件もあり、男性介護者特有の問題と支

援のあり方に検討が必要であると考える。 

（１）男性介護者に対する支援のあり方（ローカル・ガバナ

ンス）は。 

（２）地域包括ケアの推進と「地域包括支援センター」の強

化を望むが。 

（３）福祉用具購入費及び住宅改修費の補助は。 

（４）地域のコミュニティや地域見守りなどの間接的なアプ

ローチができる環境づくりの必要性があるが、本町の

対策は。 

 

２．災害時救急医療の対策と栄養食支援について 

被災地で震度６に耐えた骨髄バンクのサーバールームが

あり、本町でも災害時に強い対策や対応が必要と考えられ

る。 

（１）災害時におなかの中の赤ちゃんを守る対応は。 

（２）骨髄移植、末梢血幹細胞移植、さい帯血移植、ドナー

登録や助成制度は平常時に充実すべきであるが。 

（３）災害時における救急医療の対策は。 

（４）災害時の栄養、食生活支援と今後の対応は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

６ 

３番 

土橋 秀雄議員 

（50 分） 

9:00～9:50 

 

１．大磯町の観光政策について問う 

 11 月 12 日(月)に総務建設常任委員会協議会が開催された

が、町側の報告事項の中に「新たな観光の核づくり認定事業

の応募について」の説明があった。 

 神奈川県は、横浜、鎌倉、箱根に続く国際観光地を創出す

るため、企業や市町村等を対象に国際観光地を目指す構想や

プロジェクトを募集しており、大磯町が応募するとの説明だ

った。 

町はこの提案に対しての目的、応募しようとしている内容

や効果、現在までの町の検討経過と今後の進め方を説明せ

よ。 

 

町 長 

 

７ 

１２番 

関 威國議員 

（60 分） 

10:10～11:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．遊休農地を活用した市民農園の拡充施策の考えはどうか 

（１）市民農園の配置数や利用者数など現状はどうなってい

るか。 

（２）市民農園の希望者が多いようだが、現状の問題点と今

後の拡充計画は。 

（３）遊休農地対策の一つとして、市民農園拡充の考えはあ

るか。 

 

２．プラスチックごみ分別収集の問題点及び今後の対策をど

うするのか 

（１）分別収集の現状の結果と問題点及びその対策は。 

（２）分別収集の変更により、町民からの問い合わせや意見

がたくさんあると思うが、その内容をどのように活か

し、町民の要望に応えているか。 

（３）分別品質向上のために町民への情報提供と協力をいか

にお願いしているか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

    

８ 

５番 

三澤 龍夫議員 

（40 分） 

11:20～12:00 

 

 

 

 

 

 

 

１．北浜海岸のバーベキューについて 

 北下町の卓話集会において、多くの町民から要望のあった

北浜海岸、西湘バイパス高架下のバーベキューを規制する何

らかの方策はないか。 

 

２．大磯文化祭について 

 来年度の文化祭は第 60 回となる。最近は生涯学習館、図

書館、郷土資料館、さざれ石など会場を分散して開催されて

いるが、60 回の記念展として一カ所に集中した開催は考えら

れないか。 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

９ 

９番 

鈴木 京子議員 

（90 分） 

13:00～14:30 

１．予算編成の考え方を問う 

 来年度の予算編成において以下の点についての考え方を

問う。 

（１）神奈川県緊急財政対策への対応は。 

（２）住民要望への応え方は。また住民の納得できる予算編

成となるか。 

 

２．まちづくりの進め方について問う 

 以下の点について、まちづくりの進め方について問う。 

（１）西小磯のマンション計画は町の埋立条例、県の土砂条

例、開発手続において疑問がある。県と協力し、対応

するか。 

（２）万台こゆるぎの森の星槎グループ学校法人国際学園に

よるサッカー場における問題点はどうなったか。 

（３）町道幹線 16 号線拡幅の進め方と将来計画の妥当性を

問う。 

（４）葬儀場への考え方はどうか。 

 

３．町職員の職場環境について問う 

住民サービス向上のためには職場環境の改善が必要と考

える。以下について問う。 

（１）職員定数 260 名、機構の中で職員のモチベーションを

あげるための考え方は。 

（２）正規職員とその他の職員の仕事量のバランスはどう

か。残業時間、時間外手当の支給、振替休日の取得は

どうなっているか。 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

９名  ２０問 

 

※時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


